


問

先
月
開
催
さ
れ
た
第

３
回
鶴
岡
市
文
化
会
館
利

活
用
会
議
の
中
で
、
鶴
岡

市
文
化
会
館
「
荘
銀
タ
ク

ト
」
の
管
理
・
運
営
を
鶴

岡
市
芸
術
文
化
協
会
と
鶴

岡
市
開
発
公
社
に
よ
る
共

同
企
業
体
が
担
う
と
い
う

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
現

段
階
で
、
運
営
主
体
を
指

定
管
理
団
体
と
す
る
優
位

性
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

教
育
部
長

直
営
の
場

合
、
人
事
異
動
に
よ
り
専

門
性
の
あ
る
職
員
の
継
続

的
な
配
置
が
難
し
く
、
人

件
費
も
指
定
管
理
に
比
べ

高
い
な
ど
の
デ
メ
リ
ッ
ト

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
観
点
か
ら
、
本
市
の
他

の
公
共
施
設
同
様
に
、
民

間
活
力
を
活
か
し
た
指
定

管
理
者
制
度
を
導
入
す
べ

き
と
考
る
。

芸
文
協
は
、
地
域
の
芸

術
文
化
事
情
に
精
通
し
て

お
り
、
広
域
な
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
有
し
て
い
る
。
各

地
域
に
出
て
子
供
達
の
芸

術
文
化
の
育
成
、
普
及
を

図
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事
業

な
ど
で
地
元
の
芸
術
文
化

団
体
と
の
連
携
も
図
り
や

す
く
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。
こ
こ
に
、
ア
ー
ト

フ
ォ
ー
ラ
ム
や
加
茂
水
族

館
の
指
定
管
理
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
有
す
る
開
発
公
社
が

関
わ
る
こ
と
で
、
会
計
、

経
理
、
施
設
管
理
な
ど
の

総
務
部
門
の
強
化
が
図
れ

る
。

問

東
南
ア
ジ
ア
の
技
能

実
習
生
か
ら
、
「
私
た
ち

に
は
、
休
日
が
ほ
と
ん
ど

な
く
、
残
業
時
間
が
１
ヵ

月
平
均
２
０
０
時
間
、
会

社
か
ら
労
働
契
約
書
、
給

与
明
細
を
も
ら
っ
て
い
な

い
、
不
明
や
疑
問
を
質
問

す
る
と
、
帰
国
さ
せ
る
ぞ

と
脅
か
さ
れ
る
。
」
な
ど

の
事
態
が
報
告
さ
れ
、
庄

内
労
働
基
準
監
督
署
、
仙

台
外
国
人
技
能
実
習
機

構
、仙
台
入
国
管
理
局
が
、

内
容
に
つ
い
て
把
握
・
対

応
を
し
て
い
る
と
聞
い
て

い
る
。

本
市
の
外
国
か
ら
の
就

労
者
に
対
す
る
行
政
対
応

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
る
て
い
る
か
伺
う
。

商
工
観
光
部
長

深
刻
な

人
手
不
足
の
中
で
、
外
国

人
技
能
実
習
生
の
受
け
入

れ
拡
大
に
伴
い
、
対
応
が

不
慣
れ
な
事
業
所
の
増
加

も
見
込
ま
れ
、
適
正
な
待

遇
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、

引
き
続
き
、
労
働
基
準
監

督
署
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
外
国
人
労
働
者
の
就

労
実
態
の
把
握
に
努
め

る
。在

留
外
国
人
に
対
す
る

支
援
は
、
出
羽
庄
内
国
際

村
で
行
っ
て
い
る
日
本
語

教
室
や
生
活
相
談
窓
口
の

設
置
な
ど
が
主
な
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
外
国
人
労

働
者
の
増
加
、
在
留
外
国

人
の
サ
ポ
ー
ト
に
対
す
る

ニ
ー
ズ
、
生
活
実
態
の
変

化
へ
の
対
応
、
検
討
が
必

要
。平

成

年
度
か
ら
の
取
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組
み
と
し
て
、
技
能
実
習

生
の
受
入
れ
の
適
正
化
や

円
滑
化
を
目
的
に
、
企
業

や
監
理
団
体
向
け
の
セ
ミ

ナ
ー
等
の
開
催
や
、
実
習

生
の
日
本
語
や
技
能
習
得

研
修
等
へ
の
助
成
を
行

う
。
さ
ら
に
、
技
能
実
習

生
の
鶴
岡
市
で
の
生
活
上

の
不
安
解
消
、
あ
る
い
は

慣
れ
親
し
む
こ
と
を
目
的

に
、監
理
団
体
と
連
携
し
、

公
共
施
設
等
の
案
内
や
、

鶴
岡
市
が
誇
る
観
光
資
源

や
文
化
資
源
を
紹
介
し
、

市
民
と
の
交
流
を
促
進
す

る
機
会
を
設
け
る
。

外
国
人
と
の
生
活
習
慣

等
の
違
い
に
よ
る
不
安
を

払
拭
し
、
人
材
不
足
の
解

消
に
取
り
組
む
と
共
に
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

性
化
や
新
た
な
産
業
の
創

出
と
い
っ
た
観
点
か
ら

も
、
市
民
の
理
解
と
協
力

を
得
な
が
ら
、
外
国
人
の

受
入
れ
や
生
活
環
境
の
充

実
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

５
日
に
行
わ
れ
た
鶴
岡
市
議
会
の
一
般
質
問
で
、
日

本
共
産
党
の
山
田
守
議
員
は
、
①
鶴
岡
市
文
化
会
館
の

指
定
管
理
、
②
自
衛
隊
へ
の
情
報
提
供
、
③
外
国
人
の

就
労
に
つ
い
て
、
市
当
局
の
対
応
を
質
し
ま
し
た
。

文
化
会
館
な
ぜ
芸
文
協
の
指
定
管
理
に

問

安
倍
首
相
は
「
６
割

以
上
の
自
治
体
が
自
衛
官

募
集
に
協
力
し
て
い
な

い
」
の
で
「
自
衛
隊
を
憲

法
上
明
確
に
位
置
づ
け
る

必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
た
。

鶴
岡
市
で
は
、
自
衛
隊

に
対
す
る
情
報
提
供
は
、

ど
の
よ
う
に
判
断
さ
れ
行

わ
れ
て
い
る
の
か
、
提
供

内
容
に
変
化
が
あ
れ
ば
そ

れ
も
含
め
伺
い
た
い
。

総
務
部
長

以
前
は
、
自

自
衛
隊
へ
の
個
人
情
報
提
供
、
強
制
な
の
か

衛
隊
か
ら
の
住
民
基
本
台

帳
法
の
規
定
に
よ
る
閲
覧

請
求
を
受
け
対
応
し
て
い

た
が
、
平
成

年
度
以
降
、
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自
衛
官
募
集
の
た
め
の
適

齢
情
報
と
し
て
当
該
年
度

で

歳
に
な
る
者
の
「
住

17
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性

別
」
の
４
項
目
を
紙
媒
体

に
打
ち
出
し
た
名
簿
を
提

供
し
て
い
る
。

自
衛
隊
法
施
行
令
１
２

０
条
、
鶴
岡
市
個
人
情
報

保
護
条
例
７
条
１
項
を
踏

ま
え
判
断
し
て
い
る
。
加

え
て
、
自
衛
隊
か
ら
も
法

令
を
踏
ま
え
た
要
請
が
あ

り
、
募
集
事
務
以
外
の
用

途
は
使
用
し
な
い
こ
と
を

明
記
の
上
要
請
さ
れ
て
い

る
。
現
在

市
中

市
が

13

12

本
市
と
同
様
、
紙
媒
体
で

名
簿
を
提
出
し
て
い
る
。

問

法
的
根
拠
の
関
係
で

も
約
６
割
の
自
治
体
が
名

簿
等
を
作
成
し
情
報
提
供

を
行
う
と
い
う
こ
と
が
、

行
き
過
ぎ
と
判
断
を
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。
情

報
提
供
は
「
法
令
に
基
づ

く
も
の
」
と
し
て
い
る
が
、

そ
れ
が
、
強
制
性
が
伴
う

も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も

鶴
岡
市
の
独
自
の
判
断
で

行
っ
て
い
る
か
と
い
う
問

題
で
も
あ
る
と
思
う
。

当
時
、
誰
の
判
断
・
責

任
で
行
わ
れ
た
の
か
、
改

め
て
確
認
し
た
い
。

総
務
部
長

本
市
が
特
別

な
運
用
、
解
釈
を
行
っ
て

い
る
と
い
う
認
識
は
な

い
。
意
思
決
定
は
所
定
の

手
続
き
に
よ
り
決
済
、
執

行
し
て
い
る
。
個
人
情
報

保
護
条
例
の
主
旨
は
「
個

人
の
権
利
利
益
の
保
護
」

に
あ
り
、
こ
れ
を
害
す
る

よ
う
な
こ
と
は
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
と
考
え
る
。
他

に
外
部
組
織
（
弁
護
士
、

捜
査
機
関
）
か
ら
各
法
令

に
基
づ
き
照
会
を
求
め
ら

れ
る
場
合
が
あ
る
が
、
同

条
例
の
主
旨
を
踏
ま
え
限

定
的
に
な
る
よ
う
判
断
し

な
が
ら
、
適
切
な
対
応
に

努
め
て
い
る
。

問

獨
協
大
学
の
右
崎
正

博
名
誉
教
授
は
、
こ
の
自

衛
隊
法
施
行
令
に
つ
い
て

「
名
簿
の
提
供
を
義
務
づ

け
て
い
る
と
は
読
め
な

い
。
政
府
は
都
合
よ
く
解

釈
し
て
い
る
」
「
個
人
情

報
保
護
の
観
点
か
ら
は
、

本
人
の
了
解
を
得
ず
に
提

供
す
る
こ
と
は
、
大
き
な

疑
問
が
残
る
。
自
治
体
が

名
簿
提
供
を
拒
否
し
て
も

間
違
っ
て
い
る
と
は
い
え

な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

憲
法
に
定
め
る
平
和
主

義
、
基
本
的
人
権
の
擁
護
、

地
方
自
治
法
に
あ
る
住
民

の
福
祉
増
進
の
観
点
か
ら

み
て
、
改
め
て
個
人
情
報

の
提
供
の
あ
り
方
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。
こ
の
間
の
経
過
含
め

て
、
市
民
の
理
解
が
十
分

に
得
ら
れ
て
い
る
と
考
え

る
か
。

総
務
部
長

先
程
述
べ
た

と
お
り
、
本
市
が
特
別
な

運
用
、
解
釈
を
行
っ
て
い

る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

外
国
人
技
能
実
習
生
が
苦
境
、
ど
う
対
応


